
2。 「 安 積三小 い じめ 0(ゼ ロ )」 へ向 けて取 り組 み ま しょう

い じめに対する定義 。共通認識を確認 した上で、「安積三小い じめ 0プ ログラム」

へ向けて取り組んでいきま しょう。

(1)「 いじめつ子」「 い じめられ つ子」の特徴

「い じめ」が起こる背景には、「い じめ つ子」「 い じめられ つ子」「 両方の立場の共

通点」があります。それぞれの特徴を見ていきたいと思います。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

「 い じめ っ子 」の 特 徴

労働 を嫌 う
いつ も不平 ‐不 満 を言 う

自分 の失敗 を ごまか す

相手 に厳 し<自分 には甘 い

す ぐにグル ープ化 を したが る

日立 ちた が り屋で ある
スポ ーツ好 きが 多 い

お しゃれ ・流行 大好 き
がまん強 さが な い (飽き っば い )

衝動的な 行動

読 書 嫌 い な 子 ど も

社 会 の ニ ュ ー ス な ど に あ ま り興 味 が な い

共通の特徴
自己中心的・わがまま

曽なと會層ふ露認:β ?gララ」すラ具賃)

本気で打ち込めるものをもっていない (中途半端)

スカッと割り切ることが苦手 (い つまでもこだわる)

事実を通してその中で自分の気持ちの変化などを確認し
たり作文に書くのが苦手 (客観性が33い )

相手と自分の共通点・接点などを見つけるのが下手

発達・成長上 の 問題

◎家庭での分担な ど家庭

が機能 しない

◎父親の体罰的な教育

◎納得 して きちん と怒 ら

れていない

◎多様な集団の中での関

わりが不足 している

◎親の子育ての思想が 33

い

◎地域での連携が不足 し

ている

◎多様な集団の 中での関

わ りが不足 している

◎ 自立 しお互いを認め合

つた家族関係が弱い

○

０

０

０

０

０

　

０

〇 スポ ーツが苦 手
〇 お しゃれ・ 流行 に 33い
〇 忍耐 強 い

〇 カの 支配 に33い
〇 衝 動 的な 行動 は取 らな い

〇 相手 にす ぐ自分 を ど うかす る
〇 体 力・行 動力 にや や 劣る

(上下関係でとらえてしまう)

堂々とした自己主張ができない
忘れ物が多い



(2)「 い じめ つ子」 をな <さ ない限 り、 い じめ は生まれ ます

上記のよ うに、い じめ つ子 。い じめ られ つ子の特徴 を見てみる と、 い じめ つ子をな

<さ ない限 り、 どの学級で もい じめは生まれ るて しょう。 つま り、い じめ つ子を生 ま

な いよ うな学級経営 。家庭環境 。地域環境が整 えば、 い じめの大 きな予防 になるので

す。 い じめ っ子 を生まないため に「 安積三小 い じめ ○プ ログラム」で は、 い じめの構

造 を具体的に考 えたいと思います。

い じめ っ子 は次のような心理的な Fo5題 点 を抱 えていると思います。

◎

◎

◎

◎

学級 。家庭 。地域で何 らかの不満 を抱 いて いる (負 のス トレスの増加 )

自分 に対 して強い自信が持てな い (自 尊心 。自己肯定感の弱さ )

ス トレスを解消する方法が未熟・ 未発達 (ス トレスマネ ジメン トが未熟 )

自分の本心を適切 に表現する ことができな い (望 ま しい主張性の欠 ,0)

そこで、いじめを引き起こしそうな子どもの様子に気づ<よ うに、家庭での生活の

様子をチャックできるよう保護者に尋ねてみましょう。また、項目によっては学級内

での様子も把握できるものもあります。

チ ェ ック 分 野 特 徴 。 変 化

生活 面 □

□

□

□

□

□

見覚えのな い品物 をも って いる

同 じ文房具 をい <つ もも って いる

ペ ッ トをい じめた り花 を粗末 にする

言葉遣いが乱暴 になる

行動や動作が乱暴 にな る

生活の リズムや身辺整理が乱れる

うそ をつ <こ とが多 くなる

服装や外見 に見栄 を張 る

妙 に明るい

外遊びが多い

インタ ーネ ッ トや携帯電話 を長時間使 つている

内結話が多い

学 習 面 □

□

□

□

点数 にこだわる

成績が優れない

学習 リズムが崩れる

良い点数 しか親 に見せない

人 間 関係 弟や妹 をい じめる

家族 とのふれあいをさける

親 にべ った り甘える

気分 にむ らがあ り、主観的 。わが まま

友達 をア ゴで使 う命令 □調 になる

学校では リーダ ー的な存在

今までのなかよ しグル ープに変イヒが起きた

□

□

□

□

□

□

□

人権 意 識 テ レ ビの 暴 カ シ ー ンや い じめ の 番 組 を よ <見 て い る

反 人 の 話 題 の 中 に差 別 意 識 か あ るの が 気 にな る

□

□



(3)い じめ を早期に発見するため に

い じめ を早期 に発見 する には、観 察 法が も っとも 日常 的で実践的です。現 状 を正

し<キ ャ ッチす る ことが 大切 にな ります。 い じめ につなが る行動 を観察 する視 点 と

発生時の変化の把握 に役立ててみ ま しょう。

豊 校 か ら 始 繁 き て

□ いつも早い時間に一人で登校する

□ 担任が教室へ行 くの を同 うよ うに一緒に入室する

□ 一人で表情 に元 気さがない。何かにおびえている様子がある。

□ 他の子どもと同 じ行動が取れすばんや りし、取 り残され ることが多い。

□ 遅亥Jが 目立つよ うになる。

□ 出席 をとるときの返事 に元 気がない。

□ 次の授業の準備や朝 自習・ 朝の会の活動 に元 気がない。

□ 登校するな り不調を訴 える。

□ 目が輝 いていない

授 業 中 の 特 費

□ 特 定 の 子 に当 た る と ク ラ ス 全 体 が 落 ち 着 か な か った り、 ニ ヤ ニ ヤ す る。

□ 急 に忘 れ 物 や 宿 題 忘 れ が 目立 ち 始 め た 。

□ 急 に テ ス トの 点 数 が 落 ち 始 め た 。

ロ グル ープ活動や話 し合 いの とき、一人だけはずれている。

□ 机 を <つ つけよ うと しない

□ 授業中にぼんや りしている。意欲が感 じられない。

□ 係 りや役割分担 を決め るとき、―人の子 に押 しつけられている。

ロ ノー トの字が乱暴にな り始めた。

ロ ノー トに本人以外の筆跡 による落書きが見 られる。

□ 発表 に際 して、急に自信がなさそ うな態度がある。

ロ チ ャイムに着席できず、教師の姿 を見てか ら教室 に入 ろうとする。

□ す ぐに体調不良 を訴え、 よ <保健室へ行 <よ うになる。

□ 特定の子 どもの作品や写真 に傷があ った り、 いたず らされてた り している。

休

"時
間 。 昼 休 み

□ 所在なさげに廊下な どをうろうろ して いる。

□ よ <職 員室へ来たがる。

□ 教室 にぽつんと一人で残 つて いる。

□ 今 まで一緒のグループだ った仲 Fo5か らはずれて いる。

□ 遊んで いるが、 いつも鬼や嫌な役ばか りや らされ る。

□ 遊んでいるのに涙を浮かべて いる

□ せ つか くの休み時間なの にさえない表情 を して いる。

□ 休み時間 ごとに、腹痛や吐き気、頭痛 を訴え、保健室へ行 <。

□ 職員室前の黒板や掲示板 をず つと眺めて時間を過 ご している。

□ 一緒に遊んでいるが表情が 暗い。 おどおと しなが らついて行 く。

□ 一人だけか らかわれた り、バカ にされた りする。

ロ プロレスごっこにいつも負けている。
□ 始業のチャイムで教室へ戻るとき、いつも一人である。
□ 服に靴のあとなどがついて帰つてくる。
□ おとなしい子が、度を過ぎた悪ふざけをする。まわりで見ている子がいる。


